
JP 2008-532182 A5 2009.5.28

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成21年5月28日(2009.5.28)

【公表番号】特表2008-532182(P2008-532182A)
【公表日】平成20年8月14日(2008.8.14)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月25日(2009.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　双方向メディアガイダンスアプリケーション（ＩＭＧＡ）を使用してプレイリストトラ
ンスポートバーを表示するための方法であって、
　前記方法は、
　プレイリストのためのプレイリストトランスポートバーを表示することを含み、
　前記プレイリストトランスポートバーは、
　複数のアセット領域であって、各アセット領域が前記プレイリスト内の１つのアセット
に対応する、複数のアセット領域と、
　前記プレイリスト内の再生位置の指示を提供する位置指示領域と
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記位置指示領域は、前記プレイリスト内の前記再生位置と前記プレイリスト内の前記
複数のアセットのうちの１つとを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記位置指示領域は、再生情報領域を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記位置指示領域の移動先の位置から前記プレイリスト内のアセットを再生することを
さらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記プレイリストトランスポートバー内に表示される前記複数のアセット領域は、前記
プレイリスト内の各アセットのためのアセット領域を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記プレイリストトランスポートは、前記プレイリスト内の全てのアセットの合計再生
時間の一部を表示し、前記プレイリストトランスポートバーは、前記プレイリスト内の少
なくとも２つのアセットのためのアセット領域を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記表示されたアセット領域のうちの少なくとも１つは、前記表示されたアセット領域
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に対応するアセットのランレングスを表す、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記プレイリストトランスポートバーは、現在再生されているアセットの一部をオーバ
ーレイするオーバーレイとして表示される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　プレイリストトランスポートバーを表示するためのシステムであって、
　前記システムは、プレイリストトランスポートバーを表示するように作用し、
　前記トランスポートバーは、
　複数のアセット領域であって、各アセット領域がプレイリスト内の１つのアセットに対
応する、複数のアセット領域と、
　前記プレイリスト内の再生位置の指示を提供する位置指示領域と
　を備える、システム。
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